
< 高山信号 >

【立哨方法】
1.　A　の位置（足形の左横）に立ち、旗を右手に持って、児童を旗でしっかり止める。

2.　信号と左右の安全が確認されたら、旗を右手に持って①のほうを見て立ち、児童を横断させる。

3.　児童が横断中にも、周囲の安全と信号確認に注意を注ぐ。

【注意事項】
☆児童を渡らせるかどうかをハッキリさせる。←車の運転手に伝わるように

☆歩行者用信号機が点滅した時や、青信号でも危険と思われる時は、児童を旗でしっかり止める。

☆車に対しての指示はしない。←権限はない為

☆児童がいなくても、常に旗は出しておく。←急に子どもが飛び出さないため

☆③からの左折車に十分気を付ける。
　（立つスペースがないので、自分自身の安全も注意する。）

重要！→ ☆足形マークに整列している児童のみ横断させる。
　（足形マーク以外からのところから横断歩道に近づく児童は、青であっても旗で止める。）
☆『おはようございます。』『いってらっしゃい』と声掛けを！

立哨時間 7：55～8：10

児童を横断させる時

児童を止める時

児童を渡していて、車が数台
しか行けずにまだ待っている
車がいた場合、次の青は車
に行ってもらう。その時は、児
童の方を向いて、しっかり両
手で止めておく。

旗は右手
児童の胸の高さで出す

旗は右手
自分の肩の高さで出す

白線の2,3本目く
らいまで出て、

旗を出す。

児童を隅に寄せる

交通立哨マニュアル

交差点と対面して
動きをチェックする


